
2015 年に代表取締役を引き継ぎ、横関建設株式
会社を発展させてきた横関順一。就任から 10 年
を迎え、会社を新たなステージに引き上げるべく
挑戦を続ける姿を追った。

建設業と教師との 
はざまで揺れる将来の夢

父が大工として働いていたころは、父の弟子た
ちも同じ屋根の下で暮らしており、子どものころ
はよく一緒に遊んでもらったという。大人たちが
楽しそうに酒を酌み交わす姿をそばで見て過ごす
のが好きだったという横関。建設業への興味は、
自然と培われていった。

しかし成長するにつれて、自分が進む道に迷い
が生じていく。明治大学で建築学を専攻し、一層
この業界に興味を持った一方、横関の胸中にはも
う一つの夢が芽生えていた。それは、子どもたち

に学ぶ楽しさを伝える教師への憧れだ。 
教育実習に行き、生徒たちと関わるなかで教職

への思いはどんどん膨らんでいったが、最終的に
横関は建設の道を選んだ。幼いころに体験した父
やその弟子との思い出、そして建設という仕事へ
の純粋な興味といった原体験が決断を後押しした
という。さらには、年齢を重ねた父をサポートし
たいという想いもまた、その決断を確固たるもの
とした。

コミュニケーションが 
仕事のやりがい

修業の一環で、新卒で地場ゼネコンに入社。監
督として 12 年ほど働き、協力業者とのコミュニ
ケーションや、積算の仕方、そして営業などを学
ぶことができた。当初は 10 年程度で横関建設に
入るつもりだったが、引き止められて数年延長す

ることになったのだ。
新卒で入社した会社での修業を経て、横関は自

分の選択は間違っていなかったと実感した。建設の
仕事はやりがいにあふれている。何より、さまざま
な人たちとのコミュニケーションが楽しかった。

「人はいろいろな引き出しを持っています。その
引き出しをしっかりと開けてもらえるようなコ
ミュニケーションを取るのが大切。とことん話し
合い、引き出しを開けていただく。そうして、奥
底にあるニーズを形にしたときに、お客様にとっ
て『これ以上の満足はない』と思えるレベルの施
工ができます。結果、それが次の仕事にもつなが
ります」。

施工の精度や工期、安全はもちろんのこと、お
客様に心から喜んでもらえるものをつくるには、
そもそも「引き出し」にしまわれている「本当は
何を考えているか」という部分を探り出さなけれ
ばならない。対話を重ね、深層のニーズをくみ取っ
ていく。そうした信頼を積み重ねていく過程が、
横関は楽しくて仕方なかった。

対話を積み重ねて得た信頼関係

横関建設を継ぐという決意を胸に、1995 年に入
社。さまざまな現場を経験し、月日を重ねるにつ
れて、仕事にも自信が出てくるようになる。

横関建設に入社してから携わった現場で最も印
象に残っているのが、2017 年に行った物流倉庫の
工事だ。細かい原価計算が功を奏し、お客様にも
納得してもらったうえで契約を締結。しかし、本
当に大変だったのはここからだった。

建設にあたって近隣住民向けに開催した説明会
で、ある一人の住民から怒号が飛んできたのだ。

「そんなところに建てたら、環境が変わるだろ
う！」

これまで工事の仕方や積算、お客様との交渉術
については学んできたが、こうしたケースの対応
は経験がない。その場で納得してもらうことはで
きず、横関は毎日のようにその住民の家に出向き、
懇々と説明を続けた。日当たりについても問題な
いと計算結果を示してみたが、「とにかく建てられ

るのが嫌だ」の一点張り。横関は手探りで住民と
の関係性を構築していった。

何度も会い、対話を重ねるうちに徐々に態度は
軟化していく。そうして一度信頼関係が築かれる
と、あれほど反対していた建設を受け入れてくれ
るようになったのだ。 あきらめず丁寧にコミュニ
ケーションを取れば、心の引き出しを開けてくれ
るのだと実感した瞬間だった。

売り上げ２倍を目指して

社長に就任して 10 年。これまでお客様第一主
義を貫いてきた。しかし、これからさらに会社を
発展させていくためにも、今後は従業員の給料を
上げ、ほかの事業にも経営のすそ野を広げていき
たいと考えている。そのための原資として、売り
上げを２倍に伸ばすことを目指していく。

「余裕が出たらいずれ不動産業にも挑戦してみ
たいところですね。利益をしっかりと確保し、お
客様にご満足いただける仕事をして、従業員の皆
さんの生活も潤うという良い循環をつくっていき
たいと思います」。

現在、倉庫や工場に特化した大型プロジェクト
が動いている最中だ。これを起爆剤に、さらなる
売り上げ拡大を目指していく。

お客様と従業員の双方にとって良い循環を生み
出すため、横関建設の新たな挑戦が今始まる。

▲横関建設株式会社
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18歳 幸福度70%
興味のあった自動車整備の技術職として
社会人生活をスタート。プライベートは
充実していたものの、仕事に対するモチ
ベーションを保てず、１年で退職。

26歳 幸福度75%
家庭を持つにあたり、拘束時間の長いド
ライバー職よりも、横関建設の現場仕事
の方がライフスタイルに合うと判断し、
結婚とほぼ同時期に転職。

19歳 幸福度75%
収入重視で転職活動をし、運送会社の
ドライバーとして再出発を図る。荷物が
ある限り簡単には休めない責任の重い
仕事ではあったが、独身生活をエンジョ
イしながら真面目に取り組む。

現在～ 幸福度60%
持病と向き合いながらも、
業務に励む。
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工事部　一級建築施工管理技士
 よこぜき くにいち

横関 国一さん 
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２業種３社を渡り歩き、
４社目で横関建設に入社し三十数年

高校卒業と同時に、趣味の延長で自動車整備の仕
事に就きました。しかし、プライベートでバイクをい
じっていたときのような高揚感は得られず、約１年
で退職。運送会社のドライバーに転身し、２社で合
計８年ほど勤めました。最後の半年ほどは、親族が
経営する横関建設にもアルバイトとして勤務してお
り、その縁で正社員として入社することになりまし
た。現在は、工事現場の管理・監督をしています。

最も衝撃を受けたエピソード

今後の目標

新型機器が登場するたびに、
技術の進歩に感動

20年ほど前、現場に自動視準機能付きの測量機
が導入されました。測量機は１台100万円以上す
るため、めったに買い替えることはありません。そ
のため、最新機種に触れるだけでもわくわくしま
したし、使いこなせるようになったときは胸が高
鳴りました。それまで目視で行っていた作業を、機
械の設定１つで瞬時にできるという革新的な技術
に感動したことを覚えています。時代の転換期を
目の当たりにする良い経験となりました。

病気と上手に付き合いながら、できる限り
仕事を続けていきたいと思います。

若い頃からプライベートでは好きなことをして楽し
んできました。今から20年以上前、インターネットが
普及し始めた頃は、掲示板への書き込みを通して人
とつながることで世界が広がりました。趣味のオー
ディオ仲間が増え、九州、四国、近畿まで足を運ん
で交流するようになったのです。オリジナルの音を
聴かせ合うというマニアックな時間を共有でき、
人生の中でとても充実した時期でした。

遠方の趣味仲間との縁をつないだ
インターネット掲示板

幾多の現場で技術の進化を目の当
たりにし、趣味の世界ではインター
ネットを通じて新たなつながりを育
んできた横関国一さん。その探求心
と経験を胸に、病と向き合いながら
も『できる限り仕事を続けたい』と
いう新たな目標へ向かう。横関さん
の挑戦はまだまだ続く……
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経歴・現在の担当業務

人生のターニングポイント

自動車整備士、運送ドライバーという２つの
職種を経験した後、縁あって横関建設でキャ
リアを重ねてきた横関国一さん。2000年代
は、仕事でもプライベートでも、技術進歩の
おかげで、それまでの常識がガラリと変わり
ました。これまでの40年を、人生の幸福度
グラフと併せて振り返っていただきます。



若手の成長記録
＼現場を支える若き力！／

現在の仕事について

最も「成長した」と感じること

実際の現場で経験を積むことで
流れがわかるように

仕事をする上で意識していること

「挨拶」と「現場の整理整頓」を徹底

できれば来年度中、遅くとも再来年度には、２級土木

施工管理技士の資格を取得したいと思っています。専

門学校の在学中に学科試験は合格しているので、あと

は実地試験を残すのみ。その後も１級合格を目指し、

仕事と並行してこつこつと勉強を続けていく予定です。

先輩への質問方法

わからないことがあった際は、すぐに先輩に聞くので

はなく、ある程度自分の中で見当をつけてから質問す

るようにしています。「ここまでは理解している」と伝

えることで、先輩方も教えやすくなり、私の理解もより

深まっています。

土木部

久保谷 秀太さん
 く ぼ や  しゅうた

入社年月：2022年4月

入社4年目！

今後、挑戦したいこと

建設現場は多くの協力会社が連携し、１つの
プロジェクトを完成させる場所です。そんな
環境で、若い社員たちは日々どんなことを意
識し、どのようなスキルを身につけているの
でしょうか。日々目覚ましい成長を遂げる若
手をご紹介します。

興味があった分野を座学で学び
念願の入社

新卒で当社に入社後、一貫して建設土木の仕事に従事し

ています。もともと建物の基礎工事や外構工事に興味が

あり、専門学校で２年間学んだ後、迷わず当社への入社

を決めました。現在は希望通りの部署に配属され、主に

工場や倉庫などの基礎や外構工事を担当しています。

建設土木の基礎知識に関しては専門学校で学んでき

ました。とはいえ、実際の現場では、最初のうちはまっ

たく流れがつかめませんでした。しかし、現場に入っ

て毎日経験を積むうちに、徐々に段取りがわかってき

て「この作業の前には、これをしておかなければなら

ない」と自主的に考えられるようになったことが、一

番成長できた部分だと思います。

建築の現場では当社以外にも様々な協力会社の方が

出入りし、連携しながら一緒に仕事をしているため、積

極的に挨拶することを心がけています。各社との円滑

なコミュニケーションは、現場をスムーズに進める上で

欠かせません。また、現場の整理整頓にも常に気を

配っています。資材や道具が散らかっていると、すぐに

次の作業に取りかかれず、段取りも悪くなってしまう

ため片付けと清掃を徹底しています。

国家資格取得に向けて
準備を進めていきたい



発 行 の
目 的

『YOKO CHALLE 』『YOKO CHALLE 』
ヨコ チャレ

創刊のお知らせ

毎月月末
（30日または31日）

に発行！

社内報の発行が始まりました！一人ひとりの頑張りや人となりにフォーカスを当て、

発行日が待ち遠しくなるような魅力ある紙面を作っていきます。また、社長の考えや

会社に対する思いなども発信していく予定です。これからよろしくお願いいたします！

『YOKO CHALLE (ヨコ チャレ)』に込めた思い

●普段は知ることのできない社長の思いや考えを、目に見える形で共有！

●社員の皆様の頑張りや、魅力を再確認することでコミュニケーションを活性化！

●会社の魅力を発信し、採用を強化！

こんな企画を予定
CHECK!

巻頭インタビュー
創刊号では社長が登場。第２号以降も社員の皆さんを深掘りします。次回をお楽しみに！

現場紹介

ヒヤリ・ハット事例紹介
現場でヒヤッと感じたことを共有！再発しないためのノウハウを共有予定！

私の休日紹介
社員の皆さまの休日をご紹介！今までは知らなかった意外な共通点があるかも？

横関（YOKOZEKI）チャレンジ（CHALLENGE）を略して「YOKO CHALLE」にしました。

この社内報タイトルには社員一人ひとりが従来のやり方や既成概念にとらわれることなく、新しい物事

へ積極的に挑戦していく姿勢を大切にして欲しいという思いを込めました。個々人が仕事の進め方など

を工夫し、より良い成果を目指して主体的にチャレンジすることで、個人の成長を促し、ひいては会社全

体の発展につなげたいという願いが託されています。また、この社内報の発行も、会社としての新たな試

み、すなわち「チャレンジ」の一つであるため、このタイトルにしました。

代表取締役　横関 順一
よこぜき じゅんいち

離れた場所で働くあの人の活躍や、譲れないこだわりを紹介します。

学びや気づきが満載です！


